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社名 加山興業株式会社

設立 1961年（昭和36年）11月1日

代表取締役 加山 順一郎

資本金 5,000万円

事業拠点

本社 愛知県名古屋市熱田区南一番町15-5
豊川本社 愛知県豊川市南千両2丁目67
千両リサイクルプラント 愛知県豊川市南千両2-1
市田リサイクルプラント 愛知県豊川市市田町蓮池20番地2

事業内容

産業廃棄物収集運搬業
産業廃棄物処分業
特別管理産業廃棄物収集運搬業
特別管理産業廃棄物処分業
一般廃棄物収集運搬業・処分業

自然エネルギー事業
養蜂事業
環境啓発事業
環境機器用品販売事業
SDGs実装支援・普及啓発事業

加山興業では各団体への参加、
認証の取得を

積極的に行っています
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加山興業の新規事業：太陽光パネルリサイクル

２０３６年に
廃棄される太陽光パネルの量

約8０万トン 太陽光パネルの
リサイクルが必須

▼設備導入前後の物質収支比較

アルミ 銅 銀 ガラス プラス
チック等

残渣

１１.７％ ０.２７％ ０.049％ 74.6％ 1０.5％ 2.88％

アルミ
再生

銅の
乾式精錬

銀の
乾式精錬

グラス
ウール化

固形燃料化
(※RPF)

焼却後
リサイクル

最終用途

100%
埋め立て
(1tあたり）

約99%
リサイクル
(1tあたり）

導入

前

導入

後

※出典 エネルギー
庁推計

加山興業の太陽光パネルリサイクルでは
約９９％のリサイクルを実現

ＲＰＦとは…

化石燃料に代わる、
より効率の良い固形
燃料。石炭燃焼時と
比較して約33％CO2
削減効果がある。
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太陽光パネルリサイクルによるCO2削減効果

導入

前

導入

後

▼設備導入前後の二酸化炭素排出量

収集運搬 輸送 埋立処分
アルミ 銅 銀 ガラス

１,082 ７ 13 1,582

収集運搬 輸送 埋立処分
適正処理～リサイクルした場合の
CO2排出量(kg-CO2/kg)

原料採掘～製造で発生する
CO２排出量(kg-CO2/kg)

アルミ
再生

銅の
乾式精錬

銀の
乾式精錬

パネルの
分解・解体

グラス
ウール化

除外分
(ガラス)

３３ ３ ４ 0 １,５８２ -６１３

アルミスク
ラップ溶解時
１ｋｇあたり

銅の乾式精錬
時１ｔあたり

銅の乾式精錬
時１ｔあたり

kg-CO2
/kWh

1kWhあたり

グラスウール
１ｋｇあたり

ガラス板１ｋｇ
あたり

廃棄

廃棄

３２
kg-CO2/tkm

０※

kg-CO2/tkm
(※0.1以下)

０
kg-CO2/kg kg-CO2

３２
kg-CO2/tkm

０※

kg-CO2/tkm
(※0.1以下)

０
kg-CO2/kg

kg-CO2

太陽光パネルリサイクル適正処理を実施することにより、処理1t(トン)あたり １,６９３kg-CO2削減 に貢献

※再エネ由来電力調達のためゼロ
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0120-053-381 kikaku@kayama-k.co.jp
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詳しくはお問合せを

www.kayama-k.co.jp


